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　近年シイタケ栽培は非常な勢で盛んになり，固定した施設・土地において何年も継続して
栽培する傾向になってきた。この傾向がすすむにつれて，ほだ木の害菌による被害が多くな
ってきた。そこでほだ木害菌防除方法として，今回はほだ場の自然環境を変えない人工的処
置を植えこみ1年目のほだ木に加える方法を検討した。すなわち薬剤による処理・天地返し
回数の増加・植え穴数の増加等の処置をして栽培試験をおこない，これらの処理が子実体発
生およびほだ木害菌発生におよぼす影響を検討したので報告サる。
　なお，この報告の一部は第15回日本林学会北海道支部大会において発表した。

　Ⅰ　試験方法

　試験区は第1表のように設定した。

　供試原木はミズナラで，昭和36年2月に伐採し，4

月中旬全試験区とも同日に長さ90cmに玉切りした。

原木は，処理区・対照区間で中央直径合計が殆ど同じ

になるように配分した。

　薬液処理区は玉切り翌日に薬液浸漬をおこなった。

このときの原木水分は平均41％であり，原木1本当り

の薬液吸着量は，Na－PCP2％水溶液では約 150cc・

メッキンコートT100倍水溶液では約280ccであった。

　植えこみは，薬液浸漬処理10日後の4月下旬におこ

ない，のこくず種菌では樹皮ふたを使用した。

植えこみ後約1ヵ月間，5月下旬までは日向で仮り伏

せにし，この間は気象条件によって適宣撒水をした。

　5月下旬以降は高さ約60cmのよろい伏せにし，立

てこみは2年目の秋に合掌式でおこなった。

　1年目の天地返しは，天地返し増加区以外は全試験

区とも6月下旬・8月上旬・9月下旬の3回おこなっ

た。2年目以降の天地返しは，全試験区とも年2回ず

つおこなった。

第1表　試　　　験　　　区　　　の　　　概　　　要
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　Na－PCPは粉末のもので，純度86％以上のものを使

用した。4回処理に要した薬剤費は，当時でほだ木1

本当り約0.85円であった。

　メッキンコートTは有桟錫を主成分としたもので，

ほだ木害菌防除剤として市販されていたものを使用し

た。4回処理に要した薬剤費は，当時でほだ木1本当

り約2.48円であった。

　子実体の発生測定は，ほだ木1本ごとに発生個数と

発生生重量について，昭和41年秋までおこなった。

　害菌の発生状況調査は，1年目以降毎年夏に外部か

らの観察でおこない，昭和41年夏には全ほだ木の一部

分を剥皮しておこなった。

　なお、供試ほだ木には，害菌被害により試験途中で

破棄したものもあるが，試験目的が害菌防止方法の究

明にあるので，これらの破棄ほだ木も現存しているも

のとして検討した。

　また害菌防除処処置をした昭和36年のほだ場気象条件

は，第2表のとおりで，平年と大差はなかったが，よ

しず張りの人工ほだ場の関係もあってかなり多湿であ

った。

　Ⅱ　試験結果および考察

  1　 子実体発生数量

　ほだ木1本ごとの各年累計子実体発生数量につい

て，分散分析をおこない5％危険率で有意差の検定を

した。第3～6表参照。

  1） Na－PCP処理・植え穴増加について

植え穴増加区は，Na－PCP1回・2回・4回処理区（

イ）・対照区と比較して，発生個数は3年目累計以降

・生重量は2年目累計以降から多い傾向にあった。

　Na－PCP1回・2回処理区・対照区間では，2年目累

計～6年目累計発生について有意差はなかった。

　子実体発生の最盛は，植え穴増加区が早く4年目

で，次いでNa－PCP1回処理区・対照区が4～5年目

におとずれた。

　2） Na－PCP4回処理区の薬害について

　Na－PCP4回処理区の発生は4試験区より4年目累

計以降から少い傾向にあり，シイタケ菌に対する薬害

があると推定されたが、1回処理には薬害は殆ど考え

    られなかった。

　　　のこくず種菌と棒駒植え間の6年目累計発生個

　　数・生重量には，ともに有意差はなかった。

　　　3） メッキンコートT4回処理について

　　　2年目累計・4年目累計発生重量において処理

　　区に有意差があったが，この他の2年目累計～6

　　年目累計発生数量には有意差はなかった。

　　　しかし子実体発生の最盛は処理区が対照区より

　第2表　試験ほだ場の気象（昭36年）

第3表　ほだ木1本当りの子実体平均発生個数
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第5表　ほだ木1本当りの子実体平均発生生重量 g

早くなっており，メッキン

コートTは4回処理でも薬

害はないと推定された。

　4） 天地返しの増加につ

　　　いて

　のこくず菌植えと角駒植

えの両者とも，天地返し増

加区と対照区間の6年目累

計発生個数・生重量は有意

差がなかった。

　天地返しを多くすること

により，シイタケ菌糸のほ

だ木内蔓延を平均化・助長

させて害菌防除を期待した

が，当試験地のような水分

の多い土地のよろい伏せで

はかえって両木口が常に過

湿の状態になり，これが原

因の一つとも考えられた。

　2　ほだ木の害菌被害

　第7～9表参照

  1） 1年目には青カビ類

・胴枯病菌預・ゴムタケが

多く発生し，これらの菌の

いずれかが殆どのほだ木に

発生した。
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　胴枯病菌類の発生件数はNa－PCP処理区と植え穴増
加区が，対照区よりやゝ少なかった。ゴムタケ発生件
数ではNa－PCP処理区は対照区よりやゝ少く，メッ
キンコートT処理区では逆にやゝ多くなっていた。

　2） 2年目以降には，1年目に発生の多かった青カ
ビ類・胴枯病菌類・ゴムタケの発生が少なくなり，ウ
ロコタケ類が多くなってきた。2～3年目の被害ほだ
木本数は，Na－PCP処理区・植え穴増加区が対照区よ
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第10表　害 菌 虫 被 害 ほ だ 木 の 子 実 体 発 生 状 況
 　　　（無被害ほだ木の平均発生数量を100とした指数であらわした）

りやや少なく，メッキンコートT処理区と天地返し増

加区は対照区と殆ど差はなかった。

　3） 4・5年目以降になると，アナタケ類・カワラタ

ケ類・トリコデルマ菌類および害虫が侵入してきた。

　6年目の被害ほだ木本数は，メッキンコートT処理

区・Na－PCP2回処理区が対照区よりやゝ少いが，他

の試験区は殆ど差がなかった。

　2～3年目の比較的初期に発生するヒダナシタケ目

等のほだ木害菌を抑制するために，1年目にNa－PCP

処理をおこなったことは，害菌浸入を直接的に阻止す

る効果はあったと考えられた。しかし，害菌被害ほだ

木率が子実体発生数量と必ずしも比例的関係になく，

外観的被害状況だけで害菌防除効果を結論づけること

はできないと思わわた。第10表で害菌被害ほだ木と無

被害ほだ木の子実体発生数量を比較した。発生比はほ

だ木処理条件・経過年数等により異なっていたが，植

え穴増加区は害菌の内部的被害程度が軽く子実体発生

に殆んど影響を与えなく，害菌侵入を自らかなり阻止

していることが推定された。

　このように植え穴を増加してほだ木全面にシイタケ

菌糸を早く蔓延させて，間接的に害菌侵入を防ぐこと

が非常に効果的であった。

　また植え穴増加区等で完全にシイタケ菌糸が蔓延し

たほだ木でも，最盛年をすぎる頃から害菌・害虫の侵

入が多くなっているが，ほだ木の栄養消耗あるいは一

時的環境の悪化等により，シイタケ菌糸が弱った時等

に害菌・虫が侵入してくると思われる。この時期の害

菌・虫の侵入防止方法についても，種々の観点からさ

らに検討を要すると思われる。

　Ⅲ  まとめ

　1． 植え穴数を3倍に増加した区（植え穴1コ当り

のほだ木表面積は約100cm2）が，今回の栽培試験で

は子実体発生が最も良く，また害菌の被害程度も比較

的少なかった。しかしどの程度の植え穴数が最も効果

的であるかについては，今後さらに検討する必要があ

る。

　2． Na－PCP処理においては，4回処理は薬害によ

りシイタケ菌糸も抑制されたと考えられるが，1回処

理には薬害は殆どないと考えられた。

　3． メッキンコートT処理はシイタケ菌に対する薬

害は殆どないと考えられたが，害菌阻止の効果も少な

かった。

　4． 湿度の多い場所のよろい伏せでは，天地返し回

数だけを極端に増しても害菌防除の効果はなかった。

　5． 今後のほだ木害菌防徐方法としては，害菌侵入

を直接遮断することと同時に，シイタケ菌糸のほだ木

内早期蔓延を助長する方法をとることが一層重要であ

ると考えられた。

　　　　　　　　　　　　林産試　＊特殊林産科

　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊企画科長


